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一
回
限
り
の
掲
載
と
い
う
心
づ
も
り
だ
っ
た
の
が
、
十
回
を
数
え
る
こ
 
 

と
に
な
っ
た
。
ず
い
ぶ
ん
と
ピ
ン
ト
の
は
ず
れ
た
こ
と
も
書
い
た
だ
ろ
う
 
 

し
、
不
快
な
思
い
を
さ
れ
た
方
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
 
 

幾
重
に
も
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
拙
文
を
読
ん
で
御
意
見
を
 
 

寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
某
出
版
 
 

社
か
ら
は
単
行
本
に
し
な
い
か
と
い
う
誘
い
の
手
紙
（
あ
ち
こ
ち
に
出
し
 
 

て
い
る
の
だ
ろ
う
）
を
も
ら
っ
た
が
、
経
費
の
こ
と
も
あ
っ
て
決
断
が
つ
 
 

か
な
い
ま
ま
放
っ
て
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
数
人
が
分
担
し
て
行
う
「
人
文
社
会
科
学
基
礎
論
」
の
講
義
で
、
 
 

漢
字
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。
「
¶
漢
字
』
と
は
 
 

ど
う
い
う
意
味
か
」
、
「
漢
字
は
い
つ
ご
ろ
ど
こ
で
生
ま
れ
た
か
」
、
「
漢
字
 
 

は
全
部
で
何
文
字
あ
る
か
」
、
「
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
日
本
の
漢
字
と
中
 
 

国
の
漢
字
と
の
違
い
は
」
、
と
い
っ
た
他
愛
の
な
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
 
 

時
に
は
「
絵
」
「
菊
」
の
音
読
み
と
訓
読
み
は
何
か
、
な
ど
と
聞
い
て
学
 
 

生
諸
君
の
反
応
を
見
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
講
義
が
終
 
 

わ
っ
て
感
想
を
書
か
せ
る
と
、
多
く
の
学
生
が
、
お
世
辞
混
じ
り
で
は
あ
 
 

現
代
言
葉
遣
い
小
考
（
十
）
 
 

－
国
語
を
教
え
る
者
の
自
戒
の
た
め
に
卜
 
 ろ

う
が
、
「
初
め
て
知
っ
て
役
に
立
っ
た
し
な
ど
と
書
い
て
く
る
。
た
め
 
 

に
な
ら
な
か
っ
た
と
善
か
れ
る
よ
り
は
う
れ
し
い
。
し
か
し
、
不
安
に
な
っ
 
 

て
く
る
こ
と
も
事
実
だ
。
拙
文
を
目
に
す
る
学
生
や
卒
業
生
が
、
多
少
と
 
 

も
言
葉
に
関
心
を
抱
い
て
く
れ
る
こ
と
を
念
じ
っ
つ
、
今
回
も
掲
載
し
て
 
 

も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
 
 

①
大
屋
幸
世
東
春
日
誌
四
L
（
暗
星
社
、
二
〇
〇
三
二
一
）
 
 

●
九
頁
「
ラ
ン
ボ
ー
詩
集
と
は
、
…
…
を
所
収
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
 
 

「
所
収
す
る
」
と
い
う
動
詞
は
な
い
の
だ
。
一
三
貫
で
は
、
「
F
様
々
 
 
 

な
る
意
匠
』
所
収
の
改
訳
」
と
正
し
く
使
っ
て
い
る
の
に
、
一
〇
〇
頁
 
 
 

に
は
「
仝
二
二
篇
所
収
で
あ
る
。
」
と
も
言
う
。
所
収
も
収
録
も
区
別
 
 
 

が
つ
い
て
い
な
い
。
 
 

●
一
二
頁
「
本
分
の
叙
述
を
書
き
換
え
よ
う
と
し
た
が
、
…
…
」
 
 

「
本
文
」
の
誤
植
だ
ろ
う
。
二
八
七
頁
「
講
談
社
文
芸
文
庫
、
竹
西
 
 
 

寛
子
F
兵
隊
宿
』
（
昭
3
）
」
の
（
昭
3
）
は
、
（
平
3
）
の
誤
植
。
ち
 
 
 

な
み
に
単
行
本
は
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
）
に
出
て
い
る
。
 
 
 

後
 
 

藤
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●
二
九
大
頁
「
岩
波
文
庫
『
孟
子
』
」
 
 
 

愛
書
会
で
、
文
庫
本
が
す
べ
て
百
円
の
店
が
あ
っ
た
と
述
べ
た
後
に
、
 
 
 

『
孟
子
』
離
婁
章
句
上
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
原
文
・
訓
読
 
 
 

と
も
杜
撰
。
原
文
の
「
障
子
」
の
「
子
」
が
脱
落
し
て
い
る
所
が
あ
る
 
 
 

し
、
訓
読
は
「
其
の
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
ど
う
い
う
わ
け
か
、
す
べ
 
 
 

て
「
の
」
を
省
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
『
蒐
春
日
誌
』
は
一
か
ら
読
ん
 
 
 

で
い
る
が
、
こ
の
四
冊
目
は
、
「
あ
い
か
わ
ら
ず
」
と
書
け
ば
い
い
も
 
 
 

の
を
、
「
相
不
変
」
な
ど
と
し
て
あ
り
、
嫌
味
に
感
ず
る
。
 
 

②
横
田
順
禰
『
古
書
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
①
』
（
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
・
一
）
 
 

●
三
七
頁
「
諸
君
は
今
か
ら
七
十
年
前
、
菌
ち
一
八
大
九
年
、
…
…
」
 
 
 

藤
岡
俊
三
『
幌
馬
車
白
虎
隊
』
（
東
光
堂
、
一
九
四
〇
）
か
ら
著
者
 
 
 

が
引
用
し
た
部
分
。
こ
の
「
菌
ち
」
が
読
め
な
い
。
「
す
な
わ
ち
」
と
 
 
 

あ
る
は
ず
の
と
こ
ろ
だ
ろ
ケ
が
、
類
似
し
た
漢
字
も
思
い
つ
か
な
い
。
 
 
 

た
だ
の
誤
植
な
の
だ
ろ
う
か
。
と
、
こ
こ
ま
で
書
い
て
気
づ
い
た
こ
と
 
 
 

が
あ
る
。
一
五
三
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
松
山
正
中
『
花
柳
病
療
養
法
 
 
 

吾
輩
は
淋
菌
で
あ
る
』
 
（
新
橋
堂
、
一
九
二
、
四
刷
）
 
の
書
名
が
、
 
 

一
九
一
貫
と
一
九
二
頁
で
は
『
吾
輩
は
淋
即
で
あ
る
』
と
な
っ
て
い
る
 
 
 

で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
「
菌
ち
」
は
「
即
ち
」
の
誤
植
だ
っ
た
の
だ
。
 
 
 

し
か
し
、
即
を
菌
、
菌
を
即
に
変
換
し
て
し
ま
う
ワ
ー
プ
ロ
と
い
う
の
 
 
 

も
珍
し
い
。
 
 

●
三
七
頁
「
ゴ
ー
ル
ド
・
ヒ
ル
に
住
み
つ
い
た
お
け
い
は
白
人
に
も
て
遊
 
 
 

ば
れ
悪
い
病
気
を
も
ら
い
…
…
 

」
 
 
 

と
う
と
う
実
例
を
発
見
し
た
。
漢
字
で
書
く
の
な
ら
、
「
玩
ぶ
」
か
「
弄
 
 
 

ぶ
」
が
正
し
い
。
一
三
二
頁
「
間
違
え
た
」
は
、
単
に
間
違
え
た
の
だ
 
 
 

ろ
、
つ
。
 
 

③
㈲
5
工
務
店
の
チ
ラ
シ
（
二
〇
〇
四
・
二
）
 
 

●
「
排
雪
・
屋
根
の
雪
降
し
請
け
賜
り
ま
す
。
」
 
 

町
内
に
配
布
さ
れ
た
も
の
。
「
受
け
賜
り
ま
す
」
と
「
承
け
賜
り
ま
す
」
 
 
 

は
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
初
め
て
見
た
。
「
承
り
ま
す
」
の
新
種
。
 
 
 

「
雪
降
し
」
も
「
雪
下
ろ
し
」
で
は
な
い
か
。
 
 

④
出
久
根
達
郎
『
二
十
歳
の
あ
と
さ
き
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
・
一
）
 
 

●
「
あ
れ
は
ね
、
大
将
じ
ゃ
な
い
。
大
正
だ
よ
」
 
 

「
自
伝
的
青
春
小
説
」
と
銘
打
た
れ
た
一
冊
。
中
に
、
次
の
よ
う
な
 
 
 

会
話
が
あ
る
。
「
大
将
」
は
、
三
ち
ゃ
ん
が
働
い
て
い
る
古
書
店
の
店
主
。
 
 

「
大
将
っ
て
い
え
ば
、
三
ち
ゃ
ん
の
ご
主
人
だ
け
ど
、
ど
う
し
て
 
 

皆
、
あ
あ
呼
ぶ
わ
け
？
」
 
 

「
あ
れ
は
ね
、
大
将
じ
ゃ
な
い
。
大
正
だ
よ
」
 
 

「
大
正
？
」
…
…
 
 

「
な
あ
ん
だ
。
僕
は
て
っ
き
り
大
将
だ
と
思
っ
て
い
た
」
 
 

T
大
将
」
と
「
大
正
」
は
、
少
な
く
と
も
東
京
で
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
 
 
 

が
は
っ
き
り
と
異
な
る
。
茨
城
県
出
身
の
著
者
が
誤
る
わ
け
が
な
い
。
 
 
 

い
か
に
も
作
り
話
め
い
た
会
話
だ
。
 
 

⑤
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
え
て
」
（
「
彷
書
月
刊
」
一
九
九
九
年
三
月
号
）
 
 

●
九
頁
「
島
崎
博
さ
ん
は
一
台
湾
の
生
ま
れ
で
本
名
は
借
金
泉
。
日
本
で
 
 
 

は
結
婚
し
た
夫
人
の
姓
を
使
っ
て
い
た
。
名
前
の
博
は
台
湾
姓
博
を
日
 
 
 

本
字
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
 
 

こ
の
文
の
二
箇
所
の
「
博
」
に
は
「
フ
」
と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
。
 
 
 

島
崎
と
い
う
人
は
、
『
定
本
三
島
由
紀
夫
書
誌
』
を
編
纂
し
た
人
と
の
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こ
と
。
俸
は
博
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ど
う
し
て
偉
を
日
本
字
に
 
 
 

す
る
と
停
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
博
は
、
音
は
フ
、
も
り
や
く
、
つ
 
 
 

く
、
か
し
ず
く
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
停
（
伝
）
と
は
ま
っ
た
く
の
別
 
 
 

字
で
あ
る
。
前
回
も
書
い
た
よ
う
に
、
天
下
の
？
岩
波
文
庫
も
間
違
え
 
 
 

る
字
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
か
。
 
 

⑥
細
野
不
二
彦
¶
ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
ェ
イ
ク
2
0
』
 
（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
・
 
 

一
一
）
 
 

●
一
七
三
頁
「
で
は
あ
ん
た
、
こ
の
寺
島
を
愚
奔
し
に
来
た
の
か
？
」
 
 

「
愚
弄
」
の
誤
植
だ
ろ
う
。
見
過
ご
し
そ
う
な
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
 
 
 

続
い
て
、
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
ェ
イ
ク
』
の
誤
植
特
集
。
ま
ず
、
一
五
巻
。
 
 
 

四
四
頁
「
戦
争
の
非
惨
や
残
酷
」
は
、
「
悲
惨
」
。
六
〇
貫
以
降
に
頻
出
 
 
 

す
る
「
王
侯
貴
族
」
は
、
「
王
侯
貴
族
」
。
一
八
巻
九
〇
貢
「
け
ん
け
ん
 
 
 

が
く
が
く
」
は
「
侃
々
諾
々
（
か
ん
か
ん
が
く
が
く
）
」
。
こ
れ
が
喧
々
 
 
 

苦
々
 
（
け
ん
け
ん
ご
う
ご
う
）
と
侃
々
諾
々
の
混
合
語
？
で
あ
る
こ
と
 
 
 

は
以
前
に
も
書
い
た
。
一
九
巻
、
「
臥
裾
」
に
「
ガ
ジ
ン
」
と
ル
ビ
が
振
っ
 
 
 

て
あ
る
の
は
「
ガ
ジ
ョ
ク
」
。
一
七
二
頁
「
鹿
射
香
」
に
「
し
し
ゃ
こ
う
」
 
 
 

と
ル
ビ
が
あ
る
の
は
、
不
思
議
だ
。
た
ぶ
ん
「
靡
香
（
じ
ゃ
こ
う
）
」
 
 
 

の
誤
り
だ
ろ
う
。
一
文
字
の
「
葬
」
を
分
解
し
て
二
字
に
し
て
し
ま
っ
 
 
 

た
の
だ
。
二
四
巻
五
貫
「
こ
ん
な
人
手
の
多
い
季
節
に
花
見
し
た
っ
て
 
 

…
…
 」
は
、
「
人
出
」
。
五
二
頁
「
両
国
に
有
意
議
な
こ
と
」
は
、
「
有
 
 

意
義
」
。
一
〇
一
貫
「
凝
灰
岩
や
玄
武
岩
か
ら
成
る
、
幻
想
的
奇
岩
郡
」
 
 

は
、
「
奇
岩
群
㌔
二
六
巻
一
人
五
頁
、
老
漁
民
の
姓
の
「
曾
」
に
「
そ
 
 

ぅ
」
と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
。
こ
れ
は
漢
字
が
「
曾
」
の
誤
り
。
同
じ
 
 

く
一
九
大
貫
、
「
鱒
血
文
」
に
「
ぜ
ん
け
つ
も
ん
」
と
ル
ビ
が
あ
る
。
「
鱒
」
 
 
 

が
正
し
い
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
国
字
だ
か
ら
、
「
き
す
」
と
い
う
訓
し
 
 
 

か
な
い
。
こ
れ
は
「
鮮
」
の
俗
字
で
あ
る
「
鱒
」
の
誤
り
で
は
な
か
 
 
 

ろ
う
か
。
う
ー
む
、
春
休
み
に
漫
画
ば
か
り
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
 
 
 

て
し
ま
、
つ
。
 
 

⑦
「
え
り
も
土
砂
く
ず
れ
」
の
記
事
（
「
毎
日
新
聞
」
二
〇
〇
四
・
三
・
 
 

一
八
朝
刊
二
三
面
）
 
 

●
「
不
通
の
代
替
え
道
ト
ン
ネ
ル
開
放
へ
」
 
 
 

と
う
と
う
、
代
替
（
だ
い
た
い
）
が
「
代
替
え
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
 
 
 

た
。
 
 

⑧
仙
台
筋
弛
緩
剤
事
件
判
決
の
報
道
（
H
T
B
「
モ
ー
ニ
ン
グ
」
二
〇
〇
 
 

四
二
二
）
 
 

●
「
鑑
定
人
と
い
う
範
中
の
人
で
は
な
く
…
…
」
 
 
 

警
察
が
、
押
収
し
た
サ
ン
プ
ル
を
、
分
析
す
る
た
め
に
す
べ
て
使
い
 
 
 

き
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
某
氏
の
コ
メ
ン
ト
の
際
に
出
た
テ
 
 
 

ロ
ッ
プ
に
あ
っ
た
。
醤
油
が
正
袖
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
、
「
範
噂
」
 
 
 

も
廃
字
に
な
っ
て
し
せ
う
の
だ
ろ
う
か
。
民
放
ば
か
り
で
は
な
い
。
四
 
 
 

月
三
日
正
午
か
ら
の
N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
大
阪
で
起
こ
っ
た
、
回
 
 
 

転
式
遊
具
で
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
が
指
を
切
断
し
た
事
故
を
報
ず
る
テ
 
 
 

ロ
ッ
プ
で
は
、
「
実
況
見
分
」
と
な
っ
て
い
た
。
「
実
況
検
分
」
で
は
な
 
 
 

い
の
か
。
 
 

⑨
井
上
靖
『
白
い
風
赤
い
雲
』
 
（
角
川
書
店
、
一
九
五
七
・
四
）
 
 

●
三
二
三
～
四
頁
「
卓
次
は
手
洗
所
の
傍
で
川
岸
君
に
、
『
お
い
、
姉
ち
ゃ
 
 
 

ん
の
お
嫁
入
り
す
る
と
こ
 

と
川
岸
君
は
、
急
に
真
顔
に
な
っ
て
、
『
見
れ
る
か
な
』
と
言
っ
た
。
『
見
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れ
る
と
思
う
な
』
自
信
は
な
か
つ
た
が
、
卓
次
は
答
え
た
。
」
 
 
 

い
わ
ゆ
る
「
ら
抜
き
言
葉
」
の
早
い
使
用
例
か
。
二
一
八
頁
の
、
卓
 
 
 

次
と
小
父
さ
ん
の
会
話
に
も
、
「
『
滑
走
す
る
と
こ
ろ
見
れ
る
？
』
『
そ
 
 
 

り
や
見
れ
る
』
」
と
い
う
例
が
あ
る
。
卓
次
は
、
銀
座
に
バ
ス
で
出
ら
 
 
 

れ
る
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
十
歳
の
小
学
校
四
年
生
と
い
う
設
定
。
 
 

⑲
高
橋
輝
次
「
序
文
・
す
い
せ
ん
文
の
話
」
（
『
編
集
の
森
ヘ
一
本
道
り
の
 
 

喜
怒
哀
楽
」
北
宋
社
、
一
九
九
四
・
六
所
収
）
 
 

●
二
八
〇
頁
「
世
話
好
き
の
人
柄
が
伺
わ
れ
て
…
…
」
 
 

「
窺
わ
れ
て
」
で
は
な
い
の
か
し
ら
ん
。
同
じ
頁
に
、
「
文
人
同
士
 
 
 

の
交
流
が
伺
え
て
」
、
二
八
二
頁
に
は
、
「
著
者
と
の
関
係
が
よ
く
伺
え
 
 
 

る
」
と
い
う
の
も
あ
る
。
 
 

●
二
八
二
頁
「
壮
々
た
る
有
名
な
人
の
序
文
」
 
 

「
壮
々
た
る
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
、
「
静
々
た
る
」
だ
ろ
う
ね
。
 
 

⑬
大
岡
昇
平
「
ゴ
ル
フ
殺
人
事
件
」
（
扁
初
の
目
撃
者
』
集
英
社
文
庫
、
 
 

一
九
八
二
・
二
）
 
 

●
一
七
七
頁
「
県
警
か
ら
出
張
し
た
警
部
は
、
…
…
荻
原
に
は
用
捨
し
な
 
 
 

か
っ
た
。
」
 
 

「
用
捨
」
は
、
「
必
要
な
も
の
を
用
い
る
こ
と
と
不
要
な
も
の
を
捨
 
 
 

て
る
こ
と
。
取
捨
。
」
（
盛
林
』
竪
。
「
容
赦
」
ゼ
ろ
う
。
果
た
し
て
、
 
 
 

大
岡
昇
平
の
原
文
ど
お
り
な
の
だ
ろ
う
か
、
文
庫
化
す
る
際
に
誤
っ
た
 
 
 

の
だ
ろ
う
か
。
同
書
所
収
「
真
昼
の
歩
行
者
」
の
二
四
〇
頁
「
恐
ら
く
 
 
 

贋
札
行
を
使
す
る
」
は
、
「
贋
札
を
行
使
す
る
」
の
単
純
な
誤
植
。
 
 

⑲
小
樽
の
菓
匠
N
屋
の
店
内
貼
り
紙
（
二
〇
〇
四
・
町
二
．
云
）
 
 

●
「
べ
こ
餅
、
地
方
発
送
賜
り
ま
す
」
 
 
 

岩
内
の
美
術
館
な
ど
を
回
っ
た
帰
途
に
、
い
つ
も
串
団
子
を
写
っ
店
 
 
 

に
立
ち
寄
っ
た
。
「
地
方
発
送
の
御
下
命
を
賜
り
ま
す
」
の
省
略
形
か
、
 
 
 

そ
れ
と
も
「
承
り
吏
す
」
を
誤
っ
て
こ
の
よ
う
に
し
た
も
の
か
。
こ
の
 
 
 

ま
ま
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
 

⑬
宕
重
孝
ぼ
っ
け
も
ん
6
』
（
小
学
館
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
一
九
八
三
・
 
 

四
）
 
 

●
三
九
頁
「
大
賞
（
賞
金
一
〇
〇
万
円
）
核
当
作
な
し
」
 
 
 

も
ち
ろ
ん
「
該
当
作
」
が
正
し
い
。
あ
る
会
議
で
、
年
配
の
先
生
が
、
 
 
 

該
当
者
を
カ
ケ
ト
ウ
シ
ャ
と
読
ん
だ
（
某
氏
に
よ
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
入
 
 
 

試
の
監
督
者
が
こ
の
よ
う
に
読
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
）
の
を
 
 
 

思
い
出
し
た
。
こ
の
漫
画
、
確
か
に
青
年
期
の
真
実
の
一
面
を
突
い
て
 
 
 

い
る
。
 
 

⑳
松
永
伍
一
「
胸
の
な
か
に
ひ
ろ
が
る
空
白
」
（
植
田
康
夫
編
議
書
大
倉
 
 

講
談
社
、
一
九
八
五
・
四
所
収
）
 
 

●
一
二
九
頁
「
執
っ
こ
く
」
 
 
 

う
ー
む
、
「
し
つ
こ
い
」
を
湊
字
で
書
く
と
こ
う
な
る
の
か
。
本
当
 
 
 

だ
ろ
う
か
。
 
 

⑮
小
川
和
佑
「
校
訂
に
参
加
し
た
体
験
」
（
前
出
．
読
書
大
全
』
所
収
）
 
 

●
三
五
四
貫
「
そ
れ
は
文
学
全
集
が
も
は
や
読
書
人
た
ち
の
専
有
物
を
離
 
 
 

れ
て
、
茶
の
間
の
中
の
存
在
を
意
味
す
る
現
象
だ
っ
た
。
」
 
 

「
存
在
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
直
せ
ば
意
味
が
通
る
よ
う
 
 
 

に
な
る
だ
ろ
う
か
。
三
五
五
頁
に
は
、
「
個
人
全
集
で
は
小
学
館
版
の
¶
萩
 
 
 

原
朔
太
郎
全
集
』
と
『
白
秋
全
集
』
が
最
初
に
読
ん
だ
個
人
全
集
だ
っ
 
 
 

た
。
」
と
あ
る
。
全
集
を
同
時
に
二
種
類
「
初
め
て
」
読
む
と
い
う
の
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も
解
せ
な
い
が
、
「
個
人
全
集
」
 
の
語
が
一
文
中
に
二
度
も
出
て
き
て
 
 
 

う
る
さ
い
。
ま
た
、
同
じ
頁
に
、
「
あ
の
昭
和
十
年
代
の
後
半
に
ヴ
ァ
 
 
 

レ
リ
イ
の
全
集
が
出
て
い
る
こ
と
が
奇
蹟
の
よ
う
な
の
だ
が
、
こ
の
全
 
 
 

集
刊
行
に
は
、
当
時
筑
摩
葦
居
編
集
部
に
勤
務
し
て
い
た
仏
文
学
者
の
 
 
 

斎
藤
正
直
前
明
大
学
長
が
傾
注
し
た
情
熱
の
所
産
だ
っ
た
、
と
後
年
人
 
 
 

伝
て
に
聞
か
さ
れ
た
。
」
と
い
う
一
文
も
あ
る
。
こ
の
文
章
の
主
語
は
 
 
 

ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
「
に
は
」
を
「
は
」
に
し
た
ら
意
味
が
通
る
か
。
 
 
 

こ
の
人
が
校
訂
し
た
と
い
う
書
物
は
借
用
し
な
い
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
 
 
 

。
 
 

⑲
「
女
と
愛
と
ミ
ス
テ
リ
ー
 
2
5
時
1
5
分
の
首
く
く
り
」
（
T
V
h
、
二
 
 

〇
〇
四
・
七
・
一
〇
、
夜
九
時
か
ら
）
 
 

●
「
投
身
自
殺
」
 
 
 

こ
の
言
葉
自
体
は
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
双
子
の
姉
妹
 
 
 

の
姉
が
妹
を
鈍
器
で
撲
殺
し
た
後
、
死
体
を
、
自
殺
を
装
っ
て
ビ
ル
の
 
 
 

屋
上
か
ら
落
と
し
た
こ
と
を
め
ぐ
つ
て
、
刑
事
ど
う
し
の
会
話
（
こ
の
 
 
 

段
階
で
は
自
殺
と
思
わ
れ
て
い
る
）
が
あ
り
、
「
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
身
 
 
 

投
げ
」
の
あ
と
に
「
投
身
自
殺
」
な
ど
と
続
く
。
投
身
自
殺
と
い
う
の
 
 
 

は
、
川
や
海
な
ど
、
要
す
る
に
水
中
に
身
を
投
げ
る
こ
と
だ
と
ば
か
り
 
 
 

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
『
辞
林
㌘
 
の
「
投
身
」
の
項
に
は
、
「
水
中
 
 
 

に
飛
び
込
ん
だ
り
、
高
い
所
か
ら
地
上
に
身
を
投
げ
た
り
し
て
自
殺
す
 
 
 

る
こ
と
。
身
投
げ
。
」
と
あ
っ
て
、
高
い
所
か
ら
身
を
投
げ
る
こ
と
も
 
 
 

投
身
と
言
う
ら
し
い
。
同
じ
く
『
辞
林
㌘
の
「
入
水
」
の
項
に
は
、
「
水
 
 
 

中
に
飛
び
込
ん
で
自
殺
す
る
こ
と
。
身
投
げ
。
」
と
あ
る
か
ら
、
投
身
 
 
 

も
身
投
げ
も
、
飛
び
込
む
先
が
水
で
も
地
面
で
も
か
ま
わ
な
い
ら
し
い
。
 
 
 で

も
、
ビ
ル
な
ど
の
場
合
は
、
飛
び
降
り
自
殺
と
い
う
の
で
は
な
い
か
 
 
 

な
あ
。
し
つ
く
り
し
な
い
。
 
 

⑰
「
月
曜
ミ
ス
テ
リ
ー
劇
場
 
自
治
会
長
・
糸
井
緋
芽
子
F
憧
れ
の
本
社
 
 

に
栄
転
！
』
」
（
H
B
C
、
二
〇
〇
四
・
九
・
六
、
夜
九
時
か
ら
）
 
 

●
「
自
治
会
長
」
 
 

こ
の
言
葉
を
主
人
公
役
の
泉
ピ
ン
子
が
、
ジ
チ
カ
イ
チ
ョ
ウ
と
言
っ
 
 
 

た
り
、
ジ
ヂ
カ
イ
チ
ョ
ウ
と
濁
っ
て
言
っ
た
り
す
る
。
泉
ピ
ン
子
の
夫
 
 
 

役
の
高
田
純
次
も
同
じ
。
甚
だ
し
い
と
き
に
は
、
「
ジ
チ
カ
イ
チ
ョ
ウ
、
 
 
 

ジ
デ
カ
イ
チ
ョ
ウ
が
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
」
な
ど
と
言
っ
た
り
す
る
。
 
 
 

他
の
俳
優
達
が
す
べ
て
ジ
チ
カ
イ
チ
ョ
ウ
と
発
音
し
て
い
た
だ
け
に
、
 
 
 

聞
き
苦
し
い
こ
と
こ
の
上
な
か
っ
た
。
 
 

⑲
r
文
房
具
の
研
究
－
万
年
筆
と
鉛
筆
I
L
（
中
公
文
庫
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
、
 
 

一
九
九
六
）
 
 

●
七
頁
「
筆
記
用
具
に
し
て
も
、
鉛
筆
と
ペ
ン
に
代
表
さ
れ
る
以
前
と
比
 
 
 

べ
る
と
そ
の
種
類
も
増
え
多
様
化
の
時
代
、
…
…
。
い
つ
ど
こ
で
も
手
 
 
 

軽
に
書
け
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
加
わ
り
、
書
い
て
消
せ
、
芯
を
削
ら
な
く
 
 
 

て
も
細
書
き
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
、
気
軽
な
筆
記
具
サ
イ
ン
ペ
ン
」
 
 

わ
か
り
に
く
い
ぎ
く
し
や
く
し
た
文
章
だ
。
安
易
な
名
詞
止
め
が
そ
 
 
 

の
原
因
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
「
書
い
て
消
せ
、
芯
を
削
ら
な
く
て
も
経
 
 
 

書
き
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
」
が
お
か
し
い
。
せ
め
て
、
「
芯
を
削
ら
な
 
 
 

く
て
も
経
書
き
で
き
る
」
と
し
て
ほ
し
い
。
 
 

⑲
森
本
梢
子
『
研
修
医
な
な
子
6
』
（
集
英
社
、
一
九
九
九
・
九
）
 
 

●
一
〇
〇
頁
「
韓
貌
遮
斉
秦
楚
嘗
燕
〓
‥
」
 
 

な
な
子
が
、
痛
棟
の
飲
み
会
の
二
次
会
で
看
護
婦
さ
ん
た
ち
に
連
れ
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て
行
か
れ
た
「
お
か
ま
バ
ー
」
 
（
文
中
に
こ
の
よ
う
に
あ
る
）
 
の
、
香
 
 
 

港
か
ら
来
て
い
る
従
業
員
が
発
し
た
言
葉
。
作
者
（
「
し
ょ
う
こ
」
で
 
 
 

は
な
く
、
「
こ
ず
え
こ
」
な
の
だ
）
は
、
な
な
子
に
と
っ
て
、
何
が
な
 
 
 

ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
中
国
語
を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
だ
が
、
「
嘗
」
 
 
 

が
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
戦
国
の
七
雄
の
国
名
な
の
だ
が
。
 
 

●
一
四
四
頁
「
K
中
央
病
院
で
も
、
も
と
も
と
細
か
ら
し
い
指
示
が
好
き
 
 
 

な
副
院
長
に
よ
っ
て
、
細
か
ら
し
い
見
直
し
要
項
が
作
成
さ
れ
た
の
 
 
 

だ
っ
た
」
 
 

「
細
か
ら
し
い
」
が
意
味
不
明
。
細
か
く
て
い
や
ら
し
い
の
短
縮
形
 
 
 

か
。
次
貫
の
「
患
者
の
性
名
は
必
ず
フ
ル
ネ
ー
ム
で
声
に
出
し
て
確
認
 
 
 

す
る
」
、
「
上
下
関
系
」
（
『
研
修
医
な
な
子
7
』
同
、
二
〇
〇
〇
・
三
）
 
 
 

は
、
単
な
る
誤
記
。
 
 

⑳
武
田
百
合
子
『
富
士
日
記
（
中
）
』
 
（
中
公
文
庫
、
一
九
八
一
）
 
 

●
七
二
頁
「
大
の
手
を
す
い
て
や
る
。
」
 
 

こ
れ
は
校
正
の
時
に
見
落
と
し
そ
う
。
漢
字
の
字
形
が
似
て
い
て
誤
 
 
 

り
や
す
い
こ
と
を
、
「
魯
魚
の
誤
り
」
、
「
亥
家
の
誤
り
」
、
「
焉
鳥
の
誤
り
」
、
 
 
 

「
帝
虎
の
誤
り
」
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
に
言
う
が
、
「
毛
手
の
誤
り
」
と
 
 
 

い
う
の
が
あ
っ
て
も
良
さ
そ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
「
犬
の
毛
」
が
正
し
い
。
 
 

●
八
五
頁
「
主
人
（
＝
武
田
泰
淳
）
は
ま
だ
気
分
が
悪
い
ら
し
く
元
気
な
 
 
 

し
。
…
…
眠
入
っ
て
い
た
り
、
た
だ
眼
を
つ
ぶ
っ
て
い
た
り
。
」
 
 

「
寝
入
っ
て
」
で
は
な
い
か
。
 
 

⑳
周
良
貨
・
能
田
茂
『
監
査
役
野
崎
修
平
1
1
』
（
集
英
社
、
二
〇
〇
二
・
五
）
 
 

●
一
九
四
頁
「
冗
談
じ
ゃ
な
い
 
奴
は
総
会
屋
だ
…
…
 
両
刃
の
刃
だ
と
 
 
 

い
う
事
が
わ
か
り
ま
せ
ん
か
」
 
 

以
前
に
も
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
両
刃
の
剣
」
だ
ね
。
 
 

⑳
岡
崎
二
郎
『
国
立
博
物
館
物
語
①
』
 
（
小
学
館
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
 
 

一
九
九
一
・
一
一
）
 
 

●
四
三
頁
「
僕
が
初
め
て
化
石
ヒ
出
会
っ
た
の
は
、
貢
岩
だ
っ
た
。
」
 
 

新
東
京
博
物
館
に
研
究
貞
兼
雑
用
（
係
）
と
し
て
勤
め
る
森
高
弥
生
 
 
 

に
館
長
が
言
っ
た
言
葉
。
「
出
会
う
」
は
「
出
合
う
」
だ
ろ
う
。
「
貢
岩
」
 
 
 

の
「
貢
」
に
「
け
つ
」
と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
り
、
欄
外
の
注
に
、
「
堆
 
 
 

積
岩
の
一
種
。
薄
く
は
げ
る
性
質
の
あ
る
も
の
。
」
と
言
う
。
こ
れ
は
「
頁
 
 
 

岩
」
の
誤
り
。
頁
は
、
あ
た
ま
、
う
な
じ
と
い
っ
た
意
味
の
場
合
は
「
ケ
 
 
 

ツ
」
と
読
み
、
書
物
の
紙
の
片
面
と
い
っ
た
意
味
の
場
合
は
「
ヨ
ウ
」
、
 
 
 

俗
に
ペ
ー
ジ
と
読
む
。
『
辞
林
2
1
』
 
に
は
、
「
【
頁
岩
】
泥
土
が
水
底
に
 
 
 

積
み
重
な
っ
て
固
ま
っ
た
も
の
で
、
板
状
に
う
す
く
は
が
れ
や
す
い
泥
 
 
 

岩
。
泥
板
岩
。
」
と
あ
る
。
紙
の
よ
う
に
は
が
れ
や
す
い
岩
な
ら
ば
、
 
 
 

本
来
、
「
よ
う
が
ん
」
と
読
む
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
、
こ
 
 
 

れ
は
単
な
る
臆
測
。
 
 

⑳
溢
澤
龍
彦
っ
世
界
悪
女
物
語
L
 
（
河
出
文
庫
、
一
九
八
二
・
〓
ニ
 
 

●
二
一
五
頁
「
〔
王
〕
皇
后
に
息
子
が
な
く
、
妃
で
あ
っ
た
粛
氏
に
皇
帝
 
 
 

の
寵
が
移
り
か
け
て
い
た
の
で
、
…
…
」
 
 

こ
の
「
青
氏
」
に
、
「
し
ゆ
く
し
」
と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
。
「
粛
」
 
 
 

に
は
「
シ
ョ
ウ
 
（
セ
ウ
）
」
と
い
う
音
し
か
な
い
。
「
粛
」
 
（
シ
ュ
ク
）
 
 
 

と
混
同
し
そ
う
な
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
 
 

⑳
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
報
「
明
 
 

日
の
東
洋
学
」
 
（
第
1
2
号
、
二
〇
〇
四
・
一
〇
・
三
〇
）
 
 

●
「
史
料
編
さ
ん
所
助
教
授
」
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八
貫
だ
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
が
、
装
帳
も
酒
落
て
い
て
読
み
や
 
 
 

す
く
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
す
る
 
 
 

人
が
、
「
編
纂
」
と
い
う
漢
字
を
読
め
な
い
と
は
、
と
て
も
思
え
な
い
。
 
 

⑳
細
野
不
二
彦
F
ジ
ャ
ッ
ジ
2
』
 
（
双
葉
社
ア
ク
シ
ョ
ン
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
 
 

一
九
九
一
）
 
 

●
七
頁
「
こ
れ
が
最
後
の
ご
奉
行
と
思
っ
て
ガ
ン
バ
レ
や
〓
‥
」
 
 

「
ご
奉
公
」
だ
ろ
う
ね
。
 
 

●
一
二
二
貫
「
死
後
 
彼
女
の
長
き
く
る
し
み
を
鑑
み
ー
」
 
 

「
…
…
を
鑑
み
る
」
と
い
う
使
い
方
を
す
る
人
が
増
え
た
。
「
苦
し
 
 
 

み
に
鑑
み
」
と
し
て
も
ら
い
た
い
。
ヰ
ジ
ャ
ッ
ジ
1
～
2
』
は
、
二
〇
 
 
 

〇
三
年
か
ら
単
行
本
が
出
て
い
る
同
じ
作
者
の
『
ダ
ブ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
』
 
 
 

の
原
型
と
な
っ
た
作
品
。
前
者
の
主
人
公
で
あ
る
「
昼
行
灯
」
の
会
社
 
 
 

貞
、
逢
魔
法
一
郎
が
、
実
は
「
閣
の
司
法
官
」
と
い
う
設
定
な
の
に
対
 
 
 

し
て
、
後
者
の
主
人
公
は
消
費
者
金
融
会
社
に
勤
め
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
 
 
 

マ
ン
だ
が
、
実
は
こ
の
会
社
の
オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
り
、
ド
ク
タ
ー
・
フ
ー
 
 
 

と
い
う
「
閣
の
債
権
回
収
人
」
で
も
あ
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

後
者
の
方
が
オ
カ
ル
ト
色
は
少
な
い
。
た
だ
、
両
者
と
も
、
主
人
公
が
 
 
 

真
の
仕
事
に
取
り
か
か
る
際
の
セ
リ
フ
に
お
か
し
な
も
の
が
多
い
。
 
 
 

『
ジ
ャ
ッ
ジ
2
』
 
の
一
〇
〇
貫
、
逢
魔
が
悪
人
を
処
罰
す
る
時
の
セ
リ
 
 
 

フ
、
「
鬼
畜
ノ
所
業
ハ
赦
サ
レ
マ
ジ
キ
」
な
ど
は
、
こ
の
一
文
の
後
に
 
 
 

ま
だ
セ
リ
フ
が
続
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
終
 
 
 

わ
っ
て
い
て
、
意
味
不
明
で
あ
る
。
ま
だ
し
も
、
「
赦
サ
レ
マ
ジ
キ
ハ
 
 
 

鬼
畜
ノ
所
業
」
と
い
う
の
な
ら
ば
理
解
で
き
る
の
だ
が
。
 
 

⑳
「
ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
2
0
8
」
（
S
T
V
テ
レ
ビ
、
二
〇
〇
四
二
二
・
 
 四

、
夕
刻
五
時
半
頃
）
 
 

●
「
注
目
は
バ
ッ
グ
」
 
 

リ
サ
イ
ク
ル
着
物
が
、
安
価
で
喜
ば
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
。
女
性
 
 
 

レ
ポ
ー
タ
ー
が
和
服
を
着
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
和
服
（
一
万
五
千
円
程
度
 
 
 

の
品
物
が
多
く
、
確
か
に
買
い
得
と
思
え
る
）
を
紹
介
し
た
後
で
、
「
中
 
 
 

で
も
注
目
は
バ
ッ
グ
」
と
言
う
。
こ
の
よ
う
な
言
い
方
は
舌
足
ら
ず
に
 
 
 

聞
こ
え
る
。
学
生
の
文
章
で
も
し
ば
し
ば
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 
 

ど
う
し
て
、
「
注
目
さ
れ
る
の
〔
商
品
〕
は
」
「
注
目
し
た
い
の
〔
商
品
〕
 
 
 

は
」
な
ど
と
動
詞
を
補
っ
て
言
わ
な
い
の
か
。
「
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」
 
 
 

（
H
B
C
テ
レ
ビ
、
二
〇
〇
四
二
二
・
五
午
前
）
 
で
も
、
プ
ロ
野
球
 
 
 

O
B
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
の
に
、
「
西
鉄
 
 
 

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
登
場
は
、
…
…
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
 
 
 

も
、
「
登
場
し
た
の
 
〔
人
・
選
手
〕
は
」
と
言
わ
な
い
。
そ
の
後
、
父
 
 
 

親
が
U
F
O
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
U
F
O
の
役
を
す
る
テ
レ
ビ
番
組
で
、
 
 
 

「
熊
本
？
か
ら
挑
戦
の
0
0
さ
ん
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
も
耳
に
し
 
 
 

た
。
「
挑
戦
す
る
〔
さ
れ
を
〕
」
と
は
言
わ
な
い
。
学
生
の
舌
足
ら
ず
な
 
 
 

文
章
の
原
因
は
、
案
外
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

⑳
「
学
生
諸
君
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
」
（
二
〇
〇
四
・
一
二
）
 
 

●
「
漢
字
の
成
り
立
ち
や
発
祥
の
仕
方
」
 
 

「
祥
」
は
、
め
で
た
い
き
ざ
し
。
「
発
祥
」
は
、
も
と
も
と
天
命
を
 
 
 

受
け
て
天
子
と
な
る
め
で
た
い
き
ざ
し
を
現
す
こ
と
を
言
う
。
そ
こ
か
 
 
 

ら
、
「
物
事
が
始
ま
り
起
こ
る
」
（
『
新
字
源
』
）
こ
と
を
育
っ
よ
う
に
な
っ
 
 
 

た
。
さ
て
、
「
漢
字
の
発
祥
」
と
言
う
だ
ろ
う
か
。
別
の
学
生
は
、
「
漢
 
 
 

字
の
生
誕
」
と
も
書
い
て
い
る
。
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●
「
話
述
」
 
 

「
話
術
」
の
誤
り
。
こ
の
学
生
は
、
「
叙
す
」
と
い
う
む
ず
か
し
い
 
 
 

漢
字
は
書
け
る
の
に
、
不
可
解
だ
。
 
 

●
「
漢
字
が
主
要
の
講
義
」
 
 

「
漢
字
が
主
要
な
テ
ー
マ
の
講
義
」
な
ど
と
な
ら
な
い
も
の
か
。
こ
 
 
 

の
学
生
は
、
「
先
生
の
講
義
に
よ
っ
て
意
志
を
新
た
め
た
。
」
と
も
書
い
 
 
 

て
い
る
。
教
壇
に
立
つ
姿
を
想
像
す
る
と
、
ぞ
っ
と
す
る
。
 
 

●
「
日
本
人
の
名
前
は
大
低
漢
字
で
あ
る
。
」
 
 

「
大
抵
」
と
書
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
 
 

●
「
著
者
」
 
 

「
著
者
自
身
、
小
学
生
の
頃
に
漢
字
を
覚
え
る
の
が
苦
痛
だ
っ
た
。
」
 
 
 

と
い
う
文
脈
で
登
場
す
る
。
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
い
る
自
分
の
こ
と
を
 
 
 

著
者
と
は
。
「
筆
者
」
と
書
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
。
今
年
度
の
レ
ポ
ー
 
 
 

ト
提
出
に
際
し
て
は
、
「
講
義
」
を
「
講
議
」
と
書
く
よ
う
な
者
に
は
、
 
 
 

絶
対
に
単
位
を
与
え
な
い
と
強
調
し
た
た
め
か
、
そ
の
誤
字
は
な
か
っ
 
 
 

た
。
 
 

⑳
「
道
内
ニ
ュ
ー
ス
」
 
（
N
H
K
ラ
ジ
オ
、
二
〇
〇
四
二
二
・
一
人
夜
 
 

七
時
一
五
分
こ
ろ
）
 
 

●
「
に
け
た
」
 
 

日
ハ
ム
金
子
投
手
が
契
約
更
改
に
臨
ん
だ
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
。
四
 
 
 

千
万
円
ア
ッ
プ
の
一
億
五
千
万
円
を
保
留
し
た
ら
し
い
。
こ
の
時
に
、
 
 
 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
「
に
け
た
」
と
言
う
。
何
の
こ
と
か
と
聞
き
耳
を
立
 
 
 

て
る
と
、
今
年
十
三
勝
を
あ
げ
た
金
子
投
手
は
三
年
連
続
し
て
「
に
け
 
 
 

た
」
勝
利
な
の
だ
そ
う
だ
。
ひ
と
け
た
、
ふ
た
け
た
、
み
け
た
ど
は
言
 
 
 

う
が
、
．
い
ち
け
た
、
に
け
た
、
さ
ん
け
た
と
は
言
う
ま
い
。
二
度
も
言
 
 
 

う
の
で
、
回
転
寿
司
屋
か
ら
帰
宅
途
中
の
車
内
で
、
家
族
全
貞
が
首
を
 
 
 

傾
げ
た
こ
と
だ
っ
た
。
 
 

⑳
田
島
隆
・
東
風
孝
弘
『
カ
バ
チ
タ
レ
1
4
』
（
講
談
社
モ
ー
ニ
ン
グ
K
C
、
 
 

二
〇
〇
三
・
一
二
）
 
 

●
九
大
貫
「
真
木
さ
ん
の
店
で
食
虫
独
に
あ
た
っ
て
大
損
害
を
こ
う
む
っ
 
 
 

た
」
 
 

見
過
ご
し
そ
う
。
食
中
毒
。
 
 

⑳
轡
田
隆
史
『
隋
唐
以
来
官
印
集
存
し
 
（
r
彷
書
月
刊
』
一
九
九
一
年
八
月
 
 

号
）
 
 

●
一
四
頁
「
…
…
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
を
西
に
向
か
っ
た
旅
の
道
筋
は
、
 
 
 

『
史
記
』
に
ま
で
逆
の
ぼ
る
古
人
の
旅
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
重
な
る
は
ず
で
 
 

あ
っ
た
。
」
 
 

「
逆
の
ほ
る
」
は
、
い
け
な
い
。
漢
字
で
書
く
の
な
ら
ば
、
「
遡
る
」
 
 
 

か
「
翻
る
」
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
個
人
的
に
は
、
河
川
を
さ
か
の
ぼ
 
 
 

る
と
き
に
は
、
「
測
る
」
、
陸
地
を
さ
か
の
ば
る
と
き
に
は
、
「
遡
る
」
 
 
 

と
し
て
い
る
が
、
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
五
貫
に
は
、
「
一
 
 
 

九
一
一
年
、
辛
玄
革
命
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
辛
亥
革
命
」
の
誤
植
。
 
 
 

和
田
桂
子
「
妻
と
夫
の
掘
り
出
し
本
」
（
同
）
 
の
一
六
真
に
は
、
「
以
外
 
 
 

な
人
物
が
投
稿
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
意
外
な
」
の
誤
植
。
 
 

㊧
池
谷
伊
佐
夫
『
神
保
町
の
轟
－
新
東
京
古
書
店
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
』
 
（
東
 
 

京
書
籍
、
二
〇
〇
四
）
 
 

●
二
〇
頁
「
洋
雑
誌
専
門
の
ダ
ン
テ
と
い
う
店
が
あ
り
、
『
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
 
 
 

や
『
ラ
イ
フ
』
、
F
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
な
ど
の
古
い
と
こ
ろ
を
ず
ら
っ
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と
置
い
て
い
た
店
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
…
…
」
 
 
 

後
半
の
「
店
が
あ
っ
た
」
は
、
不
要
。
 
 

●
六
三
頁
「
お
年
寄
り
を
粗
末
に
す
る
の
は
、
文
化
財
の
冒
涜
な
の
だ
ろ
 
 
 

。
 

う
が
」
 
 
 

小
生
の
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
で
も
、
「
ぼ
う
と
く
」
と
入
力
す
る
 
 

と
「
冒
涜
」
と
出
て
き
て
し
ま
う
。
「
胃
渦
」
で
な
け
れ
ば
、
お
か
し
け
 
 

が
す
と
い
う
意
味
が
と
れ
な
い
。
貢
が
売
に
な
っ
た
の
で
、
譲
が
読
に
な
っ
 
 

た
よ
う
に
、
機
械
的
に
「
涜
」
と
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
「
滋
刺
」
も
「
溌
 
 

刺
」
で
は
元
気
が
出
な
い
。
一
九
五
六
年
に
国
語
審
議
会
報
告
「
同
音
の
 
 

湊
字
に
よ
る
書
き
か
え
」
が
出
て
、
奇
蹟
が
奇
跡
に
、
諷
刺
が
風
刺
に
、
 
 

例
巧
が
利
口
に
、
肝
腎
が
肝
心
に
な
ど
と
書
き
換
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
 
 

は
知
っ
て
い
た
が
、
や
は
り
違
和
感
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
古
い
人
間
に
な
っ
 
 

た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
え
ば
、
森
鴎
外
（
森
鴎
外
）
は
、
ど
 
 

、
つ
な
っ
た
の
だ
っ
け
。
 
 

●
八
六
頁
「
F
色
葉
字
類
抄
』
鳥
渕
和
／
編
 
勉
誠
社
」
 
 
 

西
秋
書
店
内
部
の
詳
細
な
イ
ラ
ス
ト
に
つ
け
ら
れ
た
手
書
き
の
説
明
 
 
 

の
一
つ
。
／
と
い
う
符
号
の
意
味
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
「
鳥
渕
和
」
 
 
 

は
馬
渕
和
夫
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
だ
が
、
勉
誠
社
か
ら
出
 
 
 

た
高
価
な
F
色
葉
字
類
抄
』
は
、
馬
渕
先
生
が
編
ま
れ
た
も
の
で
は
な
 
 
 

い
。
馬
渕
先
生
の
教
え
子
で
あ
る
同
僚
の
Y
先
生
も
知
ら
な
い
と
言
う
。
 
 
 

誰
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
 
 

※
蛇
足
（
其
の
一
）
 
 
 

本
誌
第
七
号
に
載
せ
た
拙
文
の
「
前
書
き
」
の
一
部
が
、
本
学
釧
路
校
 
 の

二
〇
〇
四
年
度
入
試
問
題
と
し
て
出
題
さ
れ
た
。
少
々
長
く
な
る
が
、
 
 

正
式
に
は
、
「
地
域
環
境
教
育
課
程
地
域
社
会
シ
ス
テ
ム
分
野
推
薦
入
学
 
 

小
論
文
問
題
」
で
あ
る
。
文
科
系
に
進
学
す
る
の
な
ら
、
国
語
専
攻
な
ど
 
 

と
い
う
流
行
ら
な
い
分
野
は
や
め
て
、
法
律
か
経
済
に
し
た
ら
ど
う
か
と
 
 

い
う
進
路
指
導
の
高
校
教
師
の
勧
め
を
断
っ
て
漢
文
ゼ
ミ
に
入
っ
て
き
た
 
 

T
さ
ん
の
話
で
あ
る
。
受
験
生
諸
氏
は
T
さ
ん
の
行
動
に
ど
の
よ
う
な
感
 
 

想
を
も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
 
 

※
蛇
足
（
其
の
二
）
 
 
 

今
年
も
教
育
実
習
が
始
ま
り
、
札
幌
市
南
郊
の
M
中
学
へ
研
究
授
業
の
 
 

参
観
に
行
っ
た
。
草
野
心
平
の
「
河
童
と
蛙
」
の
授
業
で
、
こ
の
詩
を
、
 
 

情
感
を
こ
め
て
群
読
す
る
と
い
う
の
が
一
時
間
の
目
標
。
話
中
に
「
ぐ
る
 
 

り
の
山
々
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
範
読
す
る
教
育
実
習
生
 
 

も
一
年
生
の
生
徒
達
も
ど
う
も
好
か
し
い
。
授
業
が
終
わ
っ
た
後
、
校
長
 
 

室
で
雑
談
し
た
時
に
こ
れ
を
話
題
に
し
た
。
し
か
し
、
「
ぐ
る
り
と
ま
わ
る
」
 
 

と
「
ぐ
る
り
（
ま
わ
り
。
周
囲
）
の
…
…
」
の
「
ぐ
る
り
」
で
は
ア
ク
セ
 
 

ン
ト
が
違
う
と
い
う
こ
と
が
、
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
。
指
導
 
 

用
に
制
作
さ
れ
た
C
D
で
も
後
者
と
前
者
の
区
別
は
な
い
と
い
う
。
別
に
 
 

北
海
道
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
悪
口
を
言
お
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
 
 

少
な
く
と
も
東
京
近
辺
（
静
岡
県
東
部
で
も
）
で
は
区
別
が
あ
る
の
だ
と
 
 

い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
だ
が
。
草
野
心
平
は
福
島
県
 
 

生
ま
れ
、
磐
城
中
学
の
出
だ
か
ら
、
区
別
し
て
い
た
と
思
う
の
だ
が
、
ど
 
 

う
だ
ろ
う
か
。
 
 

※
蛇
足
（
共
の
三
）
 
 
 

二
月
初
旬
の
と
あ
る
夕
刻
、
家
で
仕
事
を
し
て
い
た
ら
、
M
さ
ん
か
ら
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電
話
が
入
っ
た
。
会
っ
た
こ
と
の
な
い
女
性
で
あ
る
。
本
学
の
美
術
科
を
 
 

出
て
、
小
樽
で
高
校
の
美
術
科
講
師
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
何
事
か
と
 
 

思
い
な
が
ら
耳
を
傾
け
る
と
、
最
近
の
北
海
道
新
聞
を
読
ん
だ
か
と
開
く
。
 
 

要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
。
一
月
二
十
八
日
付
け
の
各
誌
 
 

朝
刊
に
、
財
団
法
人
総
合
初
等
教
育
研
死
所
が
実
施
し
た
小
学
生
を
対
象
 
 

と
す
る
「
漢
字
の
読
み
書
き
調
査
」
の
結
果
が
載
っ
た
。
そ
の
中
で
、
最
 
 

も
書
け
な
か
っ
た
漢
字
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
小
四
で
は
、
「
ま
 
 

る
い
形
」
の
「
ま
る
い
」
、
小
五
で
は
、
「
も
と
を
正
す
」
の
「
も
と
」
。
 
 

こ
こ
で
正
答
と
さ
れ
た
の
が
、
前
者
は
「
円
」
、
後
者
は
「
本
」
で
あ
る
。
 
 

し
か
し
、
ど
う
し
て
「
丸
」
と
「
元
」
で
は
い
け
な
い
の
か
、
道
新
に
問
 
 

い
合
わ
せ
た
が
取
り
合
っ
て
く
れ
な
い
と
い
う
の
だ
。
あ
わ
て
て
手
近
に
 
 

あ
っ
た
該
当
記
事
（
授
業
で
使
お
う
と
思
い
、
た
ま
た
ま
切
り
抜
い
て
あ
っ
 
 

た
）
を
見
る
と
、
確
か
に
そ
う
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
学
年
別
漢
字
配
 
 

当
表
」
を
見
て
も
、
「
円
い
」
は
小
一
、
「
丸
い
」
は
小
二
で
、
「
本
」
は
 
 

小
一
で
、
「
元
」
は
小
二
で
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
 
 

こ
ち
ら
が
不
正
解
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
「
先
生
だ
っ
た
ら
丸
と
元
は
バ
 
 

ッ
に
し
ま
す
か
。
」
と
問
わ
れ
た
の
で
、
「
し
ま
せ
ん
。
」
と
答
え
た
。
調
 
 

査
の
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
記
事
に
も
「
『
円
い
形
』
を
『
丸
い
形
』
と
 
 

書
く
－
な
ど
の
例
が
見
ら
れ
た
。
」
と
あ
る
か
ら
、
「
丸
」
と
「
元
」
は
不
 
 

正
解
と
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
数
日
後
、
M
さ
ん
は
こ
の
件
を
朝
日
新
 
 

開
に
投
書
し
た
と
い
っ
て
、
そ
の
文
章
と
御
自
身
が
開
い
た
「
木
版
画
展
」
 
 

の
廣
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
に
印
刷
さ
れ
た
、
大
木
 
 

の
姿
を
彫
っ
た
作
品
な
ど
大
変
に
す
ば
ら
し
い
の
で
、
小
さ
な
額
に
入
れ
 
 

て
居
間
の
窓
辺
に
置
い
て
あ
る
。
 
 

※
蛇
足
（
其
の
四
）
 
 
 

四
月
（
二
〇
〇
五
）
中
旬
、
中
国
で
日
本
の
国
連
常
任
理
事
国
入
り
な
 
 

ど
に
反
対
す
る
デ
モ
が
頻
発
し
て
い
た
頃
、
あ
る
テ
レ
ビ
局
が
こ
れ
を
報
 
 

道
す
る
際
に
、
五
・
四
運
動
と
関
連
づ
け
て
い
た
。
五
・
四
運
動
と
は
、
 
 

一
九
一
九
年
五
月
四
日
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
後
処
理
を
協
議
す
る
パ
 
 

リ
講
和
会
議
で
、
日
本
の
「
対
華
二
十
一
箇
条
要
求
」
が
承
認
さ
れ
た
こ
 
 

と
に
抗
議
す
る
学
生
デ
モ
に
端
を
発
し
た
、
反
帝
国
主
義
運
動
で
あ
る
。
 
 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
こ
れ
を
、
「
ゴ
ー
テ
ン
ヨ
ン
ウ
ン
ド
ゥ
」
と
言
う
。
「
ニ
 
 

ー
テ
ン
ニ
ー
ロ
ク
」
、
「
ゴ
ー
テ
ン
イ
チ
ゴ
ー
」
、
「
キ
ュ
ー
テ
ン
イ
チ
イ
 
 

チ
」
、
こ
ん
な
読
み
方
も
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
数
を
 
 

読
む
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
に
。
せ
め
て
「
ゴ
シ
ウ
ン
ド
ゥ
」
と
い
う
呼
 
 

称
だ
け
は
変
え
な
い
で
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。
 
 

ー92－   


